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１．下水道の種類 ① 公共下水道（市街地）

・ 市町村で発生する下水を排除・処理する。

・ 浄化処理をする終末処理施設（俗称：下水処理

場、水再生センター）は、複数の市町村を含む

流域で設置する。

・ 多くは発生市町村のうち１市町村だけが設置する。

流域関連公共下水道

・ 市町村で発生する下水を排除・処理する。

・ 浄化処理をする終末処理施設（俗称：下水処理

場、水再生センター）を、発生市町村が設置。

単独公共下水道

対象：市街地 管理者：市町村 構造：暗渠
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１．下水道の種類 ② 公共下水道（市街化調整地域）

計画汚水量の2/3以上を特定の事業者が占め
る下水道（工業団地など）。

特定公共下水道

（特公）

終末処理施設を設置する場合と、単独公共下
水道、または流域関連公共下水道へ接続する

場合がある。

・自然保護地区内下水道

・農村漁村下水道

・人口規模１０００人以下で、特に水質保全が必

要な下水道

特定環境保全公共下水道

（特環）

対象：市街化調整域地 管理者：市町村 構造：暗渠
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１．下水道の種類 ③ 流域下水道と都市下水路

都市部の洪水防止のための雨水排水路として設けられる

・原則として明渠で処理施設はない

・既存の水路等を指定して改築する場合が多い

・外観は小規模河川で、住民の憩いの場が多い

・「下水」のイメージを嫌い、愛称で呼ぶ例も少なくない

（例：せせらぎ緑道、砂川堀、妙観堀など）

都市下水路

複数の公共下水道の雨水のみを排除する下水道

・雨水の流量調節施設を保有

（2005年度の改正で追加された）

雨水流域下水道

（雨水のみ）

複数の流域関連公共下水道の下水を浄化する下水道

・流域幹線と終末処理施設を設置（都道府県が管理）

・流域幹線に流入させるまでは市町村が設置・運営

流域下水道

（汚水・雨水）



下水道と下水処理方法 Copyrightⓒ 2015 松村 眞 6

YES:ヨコハマ・エコスクール [ＮＰＯブルーアース］

１．下水道の種類 ④ 事例
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２．下水道の普及状況 ① 普及率と順位（福島・沖縄）

３１６０．２長崎県３９４．７大阪府１３７８．６埼玉県

４３４０．７鹿児島県２３６６．９鳥取県１０８１．５長野県

３４５６．１宮崎県４５２３．５和歌山県２９６．３神奈川県

４０４７．７大分県１４７７．０奈良県１９９．４東京都

２４６５．６熊本県５９２．１兵庫県２０７１．４千葉県

３５５５．９佐賀県４９２．８京都府３７５１．１群馬県

１１７９．１福岡県７８７．９滋賀県２７６２．９栃木県

４４３５．４高知県１５７５．６福井県３２５９．２茨城県

３８５０．７愛媛県３９４９．６三重県２６６３．６山梨県

４２４３．５香川県１６７４．７愛知県１７７４．６山形県

１６１６．８徳島県３０６１．０静岡県２９６１．６秋田県

２８６２．８山口県１８７３．４岐阜県１２７８．９宮城県

２１７１．２広島県９８１．７石川県３６５５．４岩手県

２５６３．７岡山県８８２．２富山県３３５７．０青森県

４１４４．７島根県１９７１．５新潟県６９０．２北海道



下水道と下水処理方法 Copyrightⓒ 2015 松村 眞 8

YES:ヨコハマ・エコスクール [ＮＰＯブルーアース］

３．下水収集方式の種類と特性 ① 合流式

汚水と雨水を同じ管路で集め、まとめて浄化処理して放流する方式。

早い時期に整備を開始した大都市地域に多く見られる。

採用市町村：１９１都市（全下水道実施市町村（１４８６市町村）の約１割

２３万ha(全下水道処理区域（１５０万ha)の約２割

約２０％（全下水道処理人口普及率（７２％）の約３割

合流式下水路
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３．下水収集方式の種類と特性 ② 分流式

分流式下水路

汚水と雨水を別々の管路で集め、汚水は終末処理施設へ、雨水は川や海に

直接放流する方式。環境面でも衛生面でも優れた方式。

現在、新設される下水道は、ほぼすべてがこの方式。
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３．下水収集方式の種類と特性 ③ 特性

・降雨時にも汚水が公共水域（河川や海）に排出されない。

・埋設管路が汚水管と雨水管の２本になり、合流式より施工費用が高い。

（既存の水路があれば雨水管の代用が可能）

・ガス管や水道管と競合すると施工が困難。

・終末処理施設の処理水が汚水だけなので、容量が小さくて済む。

・合流管に比べて汚水管が細いので、人が入れず清掃や点検が困難。

・汚水が雨水で希釈されないので、流量や水質の変動がなく、浄化処理を

安定的に行える。

・汚水管に雨水や地下水が混入することがある。原因は雨水管の誤接合。

・雨水管に汚水が混入することがある。原因は汚水管の誤接合。

・雨水管に道路汚染物資や、大雨による堆積物が残りやすい。

分流式

・埋設する管路が１本なので、分流式より施工が容易で安価。

・降雨時は急増した下水を未処理のまま、または簡易処理のみで放流す

る。このため、降雨時に放流水域の水質汚染原因になる。

合流式
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４．下水処理（浄化）方法① 処理方式

・下水道処理（浄化槽は下水道処理ではない）

・水再生センター、下水処理場、ともいわれる。

・規模により、数種類の処理方式が採用される。

終末処理施設

集中処理

数千人以上

・トイレの汚水と生活排水を浄化する浄化槽。

・ＢＯＤ負荷：トイレ１３ｇ、生活排水２７ｇ 計４０ｇ（一人１日）

・処理能力：トイレと生活排水の４０ｇ⇒４ｇ 計４ｇ

・BOD除去率90%以上、放流水のBOD濃度20ppm以下

合併浄化槽

分散処理

５～１０人

・トイレの汚水のみを浄化する浄化槽。

・ＢＯＤ除去率65%以上、放流水のBOD濃度90mg/L以下。

・2001年4月 から単独浄化槽の新設は禁止。

・ＢＯＤ負荷：トイレ１３ｇ、生活排水２７ｇ 計４０ｇ（一人１日）

・処理能力：トイレ１３g⇒４g 生活排水２７g⇒２７ｇ

・計３１ｇが公共水域（河川・湖沼・海）に放出

・水道の普及が下水道の普及に先行したために必要だった。

単独浄化槽

分散処理

５～１０人
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４．下水処理（浄化）方法② 単独浄化槽
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４．下水処理（浄化）方法③ 合併浄化槽
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４．下水処理の方法④ 終末処理施設

固定化微生物法

好気性ろ床法

接触酸化法

散水ろ床法

回転生物接触法固着生物法

嫌気好気法（窒素・リン除去）

嫌気無酸素好気法（窒素・リン除去）

硝化内生脱窒（窒素除去）

循環式硝化脱窒（窒素除去）高度処理付加

回分式活性汚泥法

オキシデーションディッチ法

長時間エアレーション法

酸素活性汚泥法

ステップエアレーション法特定活性汚泥法

標準活性汚泥法浮遊生物処理法

小分類中分類大分類
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４．下水処理の方法⑤ 標準活性汚泥法

高度処理施設は最終沈殿池の下流に窒素とリンを除去する設備を設置する。

消毒設備の上流に砂ろ過槽を設けることが多い。

消毒には薬品消毒とオゾン酸化がある。

（パイプライン）

滞留６から８時間
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４．下水処理の方法⑥ オキシデーションディッチ法

①長時間曝気（エアレーション１６～２４時間）で余剰汚泥の発生量が少ない。

②浅い反応槽（１メートル～２．５メートル）。

③処理水量の変動に追随しやすい。
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４．下水処理の方法⑦ オキシデーションディッチ法

オキシデーションディッチ式

処理施設
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４．下水処理の方法⑧ 回転生物接触法
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４．下水処理の方法⑨ 窒素除去

循環式硝化脱窒法（高度処理）



下水道と下水処理方法 Copyrightⓒ 2015 松村 眞 20

YES:ヨコハマ・エコスクール [ＮＰＯブルーアース］

4．下水処理の方法⑩ 散気管と散気板
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4．下水処理の方法⑪ 機械曝気装置

機械曝気装置

4．下水処理の方法⑪ 機械曝気装置
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4．下水処理の方法⑫ 微生物群

１００～３００イタチムシ

約５００クマムシ後生動物

約１００トコフィリア

１００～２００アメーバー

約３００スピロストーマム

１００～２００プレファリズム

約１０ツリガネムシ

約１０アスピディスカ原生動物

１～５糸状の細菌細菌類

サイズ（ミクロン）名称種類

活性汚泥中の微生物有機物を水と炭酸ガスに分解
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５．
処
理
施
設
数
①

192415177153417170992計

45519525その他

26125嫌気好気ろ床法

28325好気性ろ床法

1414接触酸化法

2315413回転生物接触法

514高速ｴｱﾚｰｼｮﾝ沈殿池法

734366回分式活性汚泥法

53151013114嫌気‐好気活性汚泥法

1073522嫌気‐無酸素‐好気法

5113硝化内生脱窒法

23431033循環式硝化脱窒法

8493883728ｵｷｼﾃﾞｰｼｮﾝﾃﾞｨｯﾁ法

363429長時間ｴｱﾚｰｼｮﾝ法

1141312酸素活性汚泥法

174841ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｴｱﾚｰｼｮﾝ法

695151371263175941標準活性汚泥法二
次
処
理

2１１沈殿法一次

計500～100～50～10010～505～105未満処理規模（1000m3／日）
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６．東京都区部の終末処理施設①

1,691,781,840m3／年
4,636,079m3／日 （2010年度）

下水処理量

13ヵ所施設数水再生
センター

828,695,340m3／年
2,270,400m3／日 （2010年度）

揚水量

83ポンプ所数ポンプ所

1,878,639個汚水升（ます）

479,598個マンホール

15,830km  （幹線）1,074 km（枝管）14,776 km総延長下水導管

57, 839ha計画面積

8,692千人計画人口
処理対象
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６．東京都区部の終末処理施設②

10086518

10084315

10081611

1008077

93812平成2

8383260

7483055

6386150

4887845

35890昭和40

下水道人口普及率
（％）

対象人口(万人)
年度

対象人口と下水道

普及率の推移
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６．
東
京
区
部
の
終
末
処
理
施
設
③

2,3982,591189,226463.616.9178合計

1,05699337,218南部ｽﾗｯｼﾞ

南部ｽﾗｯｼﾞへ6329,336120.34.3924森が崎

34134119,04052.81.9284新河岸

新河岸に圧送9.10.3323浮間

みやぎに圧送（みやぎと三河島経由）3.00.1083中野

みやぎに圧送（みやぎと三河島経由）38.01.3856落合

41241231,40333.71.2290葛西

葛西に圧送21.70.7906小菅

砂町に圧送1.40.049有明

49168521,433東部ｽﾗｯｼﾞ

東部ｽﾗｯｼﾞﾌﾟﾗﾝﾄに圧送37.21.3589砂町

989812,61921.90.7977みやぎ

葛西に圧送（小菅を経由）17.50.6405中川

砂町に圧送41.91.5310三河島

南部ｽﾗｯｼﾞﾌﾟﾗﾝﾄに圧送（森が崎経由）65.02.3729芝浦

トン／日トン／日ｍ3／日万ｍ3／日億ｍ3／年

汚泥焼却量脱水汚泥量生汚泥処理量下水処理量水再生セン
ター名
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６．東京区部の終末処理施設④

水再生センターの流入水と放流水の平均水質（単位：㎎／ｌ）

3.00.83.6全りん

3010.330.1全窒素

―8102COD

252180BOD

放流水質基準放流水流入水水質項目
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水再生センター（終末処理施設・下水処理場）：１１ヵ所

主要ポンプ場：２６ヵ所

汚泥資源化センター（汚泥処理場）：２ヵ所

処理区域：９エリア

下水管：延長１１,０００㎞

１日処理量：１５０万トン（東京区部：４６０万トン）

処理人口：３７０万人

７．横浜市の終末処理施設①
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７．横浜市の終末処理施設②処理能力：トン／日

北部センター圧送鶴見川２７.０万８１,２００北部第一水再生センター

南部センター圧送富岡川３８.２万２２１,９００金沢水再生センター

汚泥処理能力：１４,７００ｍ３ 濃縮→消化→脱水→焼却南部汚泥資源化センター

汚泥処理能力：１２,５００ｍ３ 濃縮→消化→脱水→焼却北部汚泥資源化センター

北部センター圧送東京湾１１.８万１６４,９００北部第２水再生センター

南部センター圧送柏尾川４０.１万２１１,８００栄第２水再生センター

南部センター圧送いたち川１８.０万９３,６００栄第１水再生センター

南部センター圧送境川２７.０万１５０,７００西部水再生センター

北部センター圧送鶴見川５９.７万２４２,１００都筑水再生センター

北部センター圧送鶴見川４７.４万２８５.０００港北水再生センタ－

南部センター圧送東京湾３３.９万２４３,０００南部水再生センター

南部センター圧送東京湾１２.０万９１,０００中部水再生センター

北部センター圧送入江川５４.６万２６４,０００神奈川水再生センター

汚泥処理放流水域対象人口処理能力処理施設名
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７．横浜市の終末処理施設③ 水質

水再生センターの流入水と放流水の平均水質（単位：㎎／ｌ）

3.0/5.0

30/40

―

25

放流水質基準

65.63.2全りん

66.428全窒素

90.287COD

98.03.2160BOD

除去率（％）放流水流入水水質項目
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８．下水汚泥の処理① 発生量

下水汚泥の発生量： ７５,０００,０００トン 産業廃棄物の２０％

一人１日当たり１.６㎏になる。（生汚泥：水分９８％）
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８．下水汚泥の処理② 下水汚泥の区分

５０～６０

８０

９７～９８

水分（％）

１００水再生センター（終末処理施設）の最終沈
殿池に沈んだ汚泥。茶褐色廃水。汚泥処
理施設に送る場合はポンプで圧送する。

生汚泥

８～５

１２

汚泥量

生汚泥を消化させ、有機物の３０～４０

％をメタンと二酸化炭素に分解した残りを
脱水した汚泥。無機物が多くカロリー低い。

消化汚泥

脱水汚泥

生汚泥の水分を脱水機で絞り取った汚泥。
脱水ケーキともいわれる。

生汚泥

脱水汚泥

内容呼称

下水汚泥は水分が多いので、客観的に評価するため、乾物（水分なし）で表
示する場合がある。Ｈ８年度で２３０万トン（乾物）。一人１日当たりの発生量。

生汚泥：１.６㎏ 生汚泥脱水汚泥：２５０ｇ 乾物表示：５０ｇ

一般廃棄物（生活系）：６２０ｇ（参考）
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８．下水汚泥の処理③ 下水汚泥処理・処分方法メニュー

焼却灰利用

焼却後埋立スクリュープレス

肥料化ロータリーキルンフィルタープレス

海洋投棄流動焼却炉円筒形消化槽ベルトフィルター

陸上埋立縦型多段炉卵型消化槽遠心脱水機技術

方法

最終処分焼却消化脱水処理

区分

① 脱水は遠心分離機、ベルトフィルタ、フィルタープレスが多い。

② 焼却は、日本では卵型消化槽が多い。海外は円筒形が多い。

③ 焼却は縦型多段炉と流動焼却炉が多い。

④ 日本の最終処分は、焼却灰のセメント原料利用と路盤材利用が多い。

海外は焼却が少なく、肥料化と陸上埋立が多い。
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８．
汚
泥
処
理
設
備
①

東京・東部スラッジプラント

９．汚泥処理施設①
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横浜・北部汚泥資源化センター

９．汚泥処理施設②
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９．汚泥処理施設 ③ 汚泥の嫌気性発酵槽
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９．汚泥処理設備 ④ 神戸・消化ガスの都市ガス化

ＣＨ４：６０％

ＣＯ２：４０％

ＣＨ４：９７％

ＣＯ２：２％


